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＜連絡事項＞
・昇格試験（中級・上級受験資格者）
日程：８月２４日(火)２５日(水)２６日(木)
場所：メンタル４階メモリアルホール
時間：17:30～18:30
申込期限：８月２日（月）～８月１５日（日）17:00
申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒2.昇格試験申込

※受験申し込みをしたら必ず各管理者へ報告をお願致します。
＜田中Dr診察＞
・沢山　等　様～ラシックス8/10まで継続処方となる。
＜患者様連絡事項＞
・佐野　貢　様～臨時薬同内容で8日分処方となる。
・栗澤みつ子様～連日不眠時使用している為、臨時薬デエビゴ→マイスリーへ変更。

また不眠時はマイスリー→デエビゴへ変更指示あり。
・板橋　イマ様～採血データ報告し、CRP・WBCほぼ正常値になった為、点滴は本日で中止。

7/28～食事　重湯　ミキサーのハーフから食事開始となる。
・大久保須美子様～特養『サンシャイン』入所担当の根市様、8/6　14時(特診)にて訪問調査実施予定。
・北村イウ子様～昨夕、娘様より電話あり、30日退院当日、自分の息子にも来てもらい、自分が介護タクシーに同乗するとのこと。
・石田　利雄様～主治医へ退院指示、退院時処方もらっている。
・山崎要四郎様～おいらせ町介護福祉課職員との介護認定調査実施している。
＜退院支援＞
・橋本ときの様～孫様へ、長男が施設に入ることを嫌がっていた件について確認。以前行っていた小規模多機能で、通いと泊りを増やせばいいだろと言われ、まだ”GHこもれび”に連絡できていないと話す。長女や孫は施設を希望。施設に入ったとしても、そこから自宅へ帰る事も可能であること、自宅へ帰る前にリハビリを兼ねてワンクッション挟む形でと伝えてみては？と助言する。「そうだよね。（説得を）頑張るわ。」と話し、担当がいる28日に方向性を連絡くれるとのこと。
・佐藤　イミ様～長男嫁様へ、現在の状態を含め、退院支援についてもお話している。介護度は要介護5、期限は後日連絡下さるとの事。また引き続き施設申し込み進めて頂くよう伝えている。
・三上　ミヨ様～ケアマネ契約については「市役所とか友人とかあたったが、断られている」との事。また、施設申込みもしていない状況であった。
退院後の方向性について再確認した際には「在宅サービス利用して自宅療養を決めた時にはマンパワー不足なるんじゃないか?不安だった」「自分自身、いろいろな施設を調べた 小多機での訪問看護など）」との話しあり、現在、精神・身体状態の変化なく経過している事伝えた際には「このまま看取りまで病院での療養をさせたい」との希望あり、療養型病院への転院を提案した際には「みちのく記念病院以外であれば、それが一番いいですよねぇ」との回答あり 後日、療養型病院の情報提供をする事とした。引き続き、ケアマネ契約について依頼。

・工藤　正男様～ご家族(妻)は、自宅への退院希望変わりなし。7/9ケアマネより「ベッド・ポータブルトイレ間を軽介助での移動が出来るように」との話しがあった件についても現状難しい事伝える。
①リハビリ中心の施設申込み・入所を視野に入れ、最終的に自宅退院を目指す

②自宅退院させたい場合、外泊訓練の日程調整

上記について提案し了承される。8月1週目迄に検討結果を連絡いただく事とした

※①についてはケアマネよりご家族への情報提供がなかった様子
＜要注目患者様＞
・板橋　イマ様～体温37.1℃、脈拍85回/分、血圧126/84mmHg、酸素飽和度98％。
頭部クーリング開始し、午後には解熱している。時折唸り声聞こえる。
・神　ツエ　様～拒食なく、各食自力で1/3摂取。内服薬の拒否なし。
・橋本　茂　様～食事は2/3摂取。食事変更後のメイバランスミニは全量される。

・佐野　貢　様～東病棟患者の出入りにつられて東病棟へ行こうとしており、介入要す。
・新山ヤシヱ様～深夜帯、トイレ覚醒時歩行器を使用せず歩行されている。声掛けに対し「忘れてた」と話されている。日中は、歩行器を忘れて歩き回っている。転倒はなく過ごしている。
・松森　英作様～易怒性や逸脱行為はなく経過されている。
・中里キヨヱ様～時折、帰宅要求聞かれているが、過度となる事はなく経過している。
・葛西　睦子様～他者への暴言、近くを通る他者を掴もうとする事あり、都度、介入を要している。介入に対しても易怒性あり。
・奈良芽乃子様～昨夕、食全量摂取後、嘔気反射あり食物残渣中等量嘔吐。日中嘔吐、嘔気症状見られない。
＜皮膚科診察＞
・佐藤あづま様～（追加）鼠径部、発赤・掻痒感あり、エキザルベ軟膏塗布の指示。
